
かごしまＧＸ研究事業業務委託 仕様書（案）

１ 業務名

かごしまＧＸ研究事業業務委託

２ 目的

世界的に脱炭素の機運が高まる中，我が国においても2030年度の温室効果ガス46％削

減，2050年カーボンニュートラルの実現という国際公約を掲げ，昨年12月に，グリーン

トランスフォーメーション（ＧＸ）の実現に向けた基本方針が取りまとめられた。

本県においても，このような国内外の動向を踏まえ，県内産業の振興を図るため，温

室効果ガス排出削減と産業競争力向上の両立を図るＧＸを推進する必要がある。

本事業は，本県におけるＧＸ推進に向けた施策立案の参考とするため，国内外におけ

るＧＸの動向や県内の現状等を把握し，関係者へのヒアリングや先行事例調査等を行い

ながら，本県の特性を踏まえ，ＧＸ推進を図るべき分野を抽出・分析し，今後の取組の

方向性を整理することを目的とする。

３ 履行期限

令和６年１月31日（水）まで

４ 業務内容

本業務委託の業務内容は，以下のとおりとする。

なお，業務実施に当たっては，文献調査に加え，先進事例の現地視察（３箇所程度），

関係企業・機関・団体等へのヒアリング（15者以上）を行うこと。

 国内外におけるＧＸの動向の整理

ＧＸの定義や推進の必要性を整理するとともに，国内外における産業・研究・金融

・政策等の動向や，参考となる取組事例を整理する。

 県内の現状の整理

県内におけるＧＸに関する取組の現状や今後の予定，課題・ニーズ，ＧＸが県内産

業に与える影響を整理する。

 ＧＸの推進を図るべき分野の抽出・分析

以下により，本県の特性を踏まえＧＸの推進を図るべき分野を抽出し，各分野にお

いて想定されるプレイヤーやＧＸの内容・課題等を分析する。

① 県内の産業集積の状況や技術シーズを踏まえ，新領域への参入や付加価値向上が

見込まれる分野

② 事業継続のために脱炭素・ＧＸへの対応が必要な分野

③ 温室効果ガスの排出量が多く，ＧＸ推進による効果が大きい分野 等

 本県における今後の取組の方向性の整理

上記 ～ を踏まえ，本県における今後の取組の方向性を整理する。なお，その整

理に当たっては，検討会等を通じて，有識者等の意見を聴くこと。

また，取組を進めるに当たっての課題や留意点等を整理するとともに，具体的な取

組・事業例を提案する。



５ 業務要件

 業務計画書

契約締結後速やかに，業務実施の方針，体制，打合せを含めたスケジュールを記載

した業務計画書を作成し，委託者と協議すること。

なお，当該計画書に変更が生じる場合は，その都度，委託者の承認を得ること。

 打合せ

進捗確認等のため，業務の実施状況について月１回以上委託者との打合せを実施す

ること。

なお，打合せは適宜オンラインを活用して実施することとする。

 中間報告

上記「４ 業務内容」のうち， ， 及び のうちＧＸ推進が見込まれる分野につ

いては，令和５年９月15日（金）までに中間報告を取りまとめること。

 業務成果の説明

県庁内におけるＧＸへの理解を促進するため，委託者が実施する県庁内の会議等に

おいて，業務成果の説明を行うこと。

６ 成果品

受託者は，業務内容を取りまとめた報告書を履行期限までに委託者へ提出しなけれ

ばならない。

なお，当該業務委託に係る成果物に関する版権，著作権及び所有権は，全て委託者

に帰属するものとし，委託者の承諾を受けないで他に貸与，使用してはならない。

 調査報告書（報告書内に記載された画像，表，グラフ等の元データについても，

可能な限り提供すること。）

ＤＶＤ－Ｒ １部

 中間報告書

ＰＤＦデータ（委託者が指定するアドレスへのアップロードにより提出すること）

７ 業務の報告等

受託者は，委託業務が終了したときは，遅滞なく，委託業務終了届（別記第１号様式）

を提出すること。また，受託者は契約書の規定による検査及び再検査の合格の通知を受

けたときは，業務委託料の支払いを精算払請求書（別記第２号様式）により請求するも

のとする。

８ その他

業務を適切かつ円滑に遂行するため，本仕様書に定める事項について疑義が生じたと

き，又は，定めのない事項で業務に必要な事項が生じたときは，委託者・受託者双方が

協議して定めるものとする。



（別記第１号様式）

記 号 番 号

年 月 日

鹿児島県知事 塩田 康一 殿

住 所

名 称

代表者氏名

委託業務終了届

年 月 日付締結の委託契約に基づく委託業務を下記のとおり終了しました

ので，業務委託契約書第８条第１項の規定により提出します。

記

１ 委託業務名 かごしまＧＸ研究事業業務委託

２ 契約年月日 年 月 日

３ 履 行 期 限 年 月 日

４ 完了年月日 年 月 日



（別記第２号様式）

記 号 番 号

年 月 日

鹿児島県知事 塩田 康一 殿

住 所

名 称

代表者氏名

精算払請求書

年 月 日付締結の委託契約に基づく委託業務について，契約書第９条第１項

の規定に基づき，業務委託料の精算払を下記のとおり請求します。

記

１ 委託業務名 かごしまＧＸ研究事業業務委託

２ 請求金額（単位は円とし，算用数字を用いること。）

３ 振込先金融機関名，支店名，預金の種別，口座番号及び預金の名義


